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MADE IN ITALY 


このたびは、デ□ンギ全自動 コーヒー マシン 
ESAM 1500 DK をお求めいただき、誠にありが 
とうございました。本製品を正しく安全にお使い 
いただくために、ご使用前に、必ずこの取扱説明書 
を最後までお読みください。 

お読みになった後は、保証書と共に大切に保管し 
てください。 
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CS :コーヒー パウダーを使用する場合 

:コーヒー豆またはコーヒーパウダーを使用する場合 









































































特長 


カプチーノ/カフェラテをワンタッチで抽出 


ボタンを押すだけで、スチームミルク/フ□スミ 
ルクとコーヒーが自動的に抽出されますので、 
簡単にカプチーノやカフェラテができます。 


カプチーノ ポタンを押すだけで、 

- カプチーノ/カフエラテの 



フロント着脱式ミルクコンテナ 


簡単に着脱でき、使わないときはそのまま冷蔵 
庫で保存できます。 



全機能フロントオペレーシヨン 


コーヒーの抽出、ミルクコンテナや給水タンク 
の着脱など、すべての操作を前面から行える省 
スペース設計です。 


オペレーシヨンガイドで簡単操作 


液晶ディスプレイにはオペレーションガイドが 
日本語（カタカナ）で表示されますので、どな 
たでも簡単に設定や操作が行えます。表示言語 
は英語、イタリア語もお選びいただけます。 


カプチーノミルク 
リョウセツテイ 



日本語表示だから操作が 
わかりやすい！ 


設定は簡単で自由自在 


ボタンを押すだけで、コーヒーの濃さ、抽出量、 
温度などを自由自在に設定できます。 

また、牛乳の泡立ち具合もラテ用からカプチー 
ノ用までお好みで調整可能。多彩なプログラム 
でお好みの味をお楽しみいただけます。 


主なプ□グラム 


コ_ヒ_抽出 量 

ショート、ミディアム、□ング 

コ _ ヒ _ 濃度 

Extra マイルド、マイルド、スタンダード、 

ストロング、 Extra スト□ング 

抽出温度 

低め、普通、高め 

コーヒーの 種類 

豆、パウダー 

5 ルク 

カプチーノ用フ□スミルク、 

カフェラテ用スチームミルク 

カップ数 

1杯または2杯 


お手入れも簡単！ 


■ 自動洗浄機能付き 

電源〇 N / OFF 時に抽出口より熱湯が少量出て、 
自動的に内部洗浄が行われます。 

■ ミルクコンテナ簡易洗浄機能付き 

CLEAN ボタンを押すだけで、ご使用後のミル 
クノズルを簡単に洗浄できますので、いやな牛 
乳のにおいも残りません。 

■ 着脱可能な抽出ユニット 

取り外し、サッと水またはぬるま湯で洗うだけ 
で〇 K です。 




























































安全上のご注意 各注意事項を、必ずお守りください。 


1. ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」を最後までお読みください。 

2. ここに示した注意事項は、製品を正しく安全にお使いいただき、あなたや他の人々への損害を未然 
に防止するものです。 

3. 注意事項は、誤った取り扱いで生じることが想定される内容を、その危害や損害および切迫の度合 
いにより、「危険」「警告」「注意」の3つに分け、明示しています。 


△危険 

この表示の欄は、「死亡または重傷 
などを負う危険が切迫して想定さ 
れる」内容です。 


A 警告 

この表示の欄は、「死亡または重傷 
などを負う可能性が想定される」内 
容です。 


水注意 

この表示の欄は、「傷害を負う可能 
性または物的損害のみが発生する 
可能性が想定される」内容です。 


4. 各注意事項には、「禁止」または「強制」を促す絵表示が付いています。 


この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 

の：禁止⑧：翻螺止_:水ぬれ禁止 
⑤:分解禁止⑩：ぬれ手禁止 

〇：指示を守る 
^:電源プラグを抜く 



危険 


(D 


自分で絶対に分解 • 修理 • 改造は行わない 

感電 • 火災の原因になったり、異常作動してケガをすることがあります。 


V 




電源 


〇 .電源は 交流1 OOV (50/60 HZ ) で「1 5 A 
1 25 VJ と記されている壁面のコンセント 

に直接 差し込む 

他の機器と併用すると、発熱による火災の 
原因になります。 
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コンセントは本製品だけ(単独)で使用する 

コンセントの差込み口が2つある場合は、 
片方の差込み口を使用せず、空けたままに 
してください。 
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趣止 

言口 


電源/コンセントについて 


0 


取り付けの悪いコンセントは絶対に使わない 

取り付けの悪い（ガタツキのある）コンセン 
卜や差込み口 (刃受)のゆる 
いコンセントは、絶対に使 
用しないでください。感電 
や発熱の恐れがあります。 



0 


延長]-ドやテーブルタップ、ソケットな 

どは絶対に使わない 

コンセントや電源プラグ/電源コードが異 
常発熱し、発火する恐れがあります。 


電源プラグ/電源コードについて 


0 


電源プラグ/電源コードが異常発熱して 
いる場合は、電源を切り、電源プラグを 
コンセントから抜く 

使用中に、電源プラグ/電源コードが異常 
に熱くなる場合は、直ちに 電源を切り 、お 
求めの販売店または弊社サービスセンター 
(53 ページ参照）に、ご相談ください。そ 
のまま使用すると、 


ショートや発火する恐 
れがあります。 


電源プラグ/電源コードを破損するよう 
なことはしない 

電源プラグ/電源コードは、大切に扱ってく 
ださい。無理に曲げたり、物を載せたり、束 
ねたり、傷をつけないでください。傷んだまま 
使用すると、感電やショート、発火などの原 
因になります。 




0 

❶ 


動作中に電源プラグを抜き差ししない 

感電•火災の原因になります。 

電源プラグやコンセントに付着している 

ホコ U やゴミ は、定期的に取り除く 

ホコリやゴミが湿気を帯びると、ショート 
や漏電、発火などの原因になります。 


* ぬれた手で電源 
プラグを抜き差 



❶ 

0 


ししない 

感電する恐れが 
あります。 

電源プラグは、 根元まで しっかりと差し込む 

不完全な接続は、感電や発熱による火災の 
原因になります。 

変形 • 破損している電源プラグ/電源 
コードは絶対に使わない 

感電やシヨート、発火する恐れがあります。 
必ず、お求めの販売店または弊社サービス 
センター （53 ページ参照）に、交換を依 
頼してください。 


使用中/使用後について 


0 


お子様だけでは使わせない。幼児の手の 
届くところで使わない 

ヤケド•感電 • ケガの原 
因になります。 



❶ 


コ_ヒ_抽出口や給湯ノズルから出てく 
る お湯やスチーム（蒸気）に 肅1 

高温のため、ヤケドの XX 
原因になります。 




0 

❶ 


コーヒー抽出中は、絶対にフロントドア 

を開けない 

ヤケドの原因になります。 

使用中は給水タンク内の水量をチェックする 

異常発熱し、発火する恐れがあります。 
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趣止 

言口 


❶ 


使用中 

異常が生じた場合は、使用を中止する 

万一、異常が生じた場合は、直ちに 電源を切り 、電源プラグをコンセントから抜いてください。異 
常な状態で使い続けると、事故や故障につながります。必ず、お求めの販売店または弊社サービス 
センター (53 ページ参照）までご連絡ください。 


❶ 


お手入れについて 

本体のお手入れは 電源プラグをコンセントから抜き 、各部が冷えてから行う 

ヤケド•感電 • ケガの原因になります。 



❶ 


電源について 

ブレーカーが落ちる場合には、電力会社に連絡する 


使用中に ブレーカー 
にご相談ください。 


(分電盤内の回路遮断器）が落ちる場合には、お近くの電力会社 






電源プラグ/電源コードについて 


❶ 


電源プラグを抜くときは、電源コードを 
持たず、必ず 電源ブラグを持って抜く 

電源コードを無理に引っ張ると、破損する 
恐れがあります。 



0 


使用中は、電源]-ドを 本体に触れさせなし) 

熱で電源コードが傷み、感電やシヨートの 
原因になります。 


0 

❶ 

€ 


設置場所について 

本体は不安定なところや熱に弱い場所に置かない 

本体や置いた物 • 場所が変形•変質したり火災の原因になります。 

使用中/使用後について 


本体が転倒、落下したときには、使用せ 
ず、点検を依頼する 

感電 • 火災の原因になります。 

長期間使用しない場合は、必ず電源ブラ 
グを抜く 

誤って、電源が入る恐れがあります。 



本体や操作部に水やジュースをこぼさない 

本体や操作部（コント□ールパネル）に、水 
やジュース（液体）などをこぼさないでく 
ださい。万一、こぼしてしまった場合は、 
ショートや感電などの恐れがありますので、 
直ちに電源を切り、使用を中止します。そ 
の後、お求めの販売店または弊社サービス 
センター （53 ページ参照）までご連絡く 
ださい。 
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使用中/使用後について 


0 


0 




使用中および使用後しばらくはコ_ヒ_ 
抽出口やカップウォーマートレイの金属 
部分、スチーム管に触らない 

ヤケドの原因になります。 

屋外や他の用途で使用しない 

本製品は、コーヒーの抽出、給湯、蒸気に 
よる泡立て/加熱など、家事専用（家庭用電 
気製品）です。故障の原因になります。 


0 

0 


使用しないときは、電源を切り、必ずブラ 
グをコンセントから抜く 

故障の原因になります。 

給水タンクの最大水量 （ MAX 表示）を超 
えて水を入れない 

故障の原因になります。 

他製品の部品や付属品などを組み合わせ 
て使用しない 

故障や事故の原因になります。 


お手入れについて 


❶ 


使用後は、必ずお手入れする （34 ページ 
参照） 

故障の原因になります。 

絶対に、水に浸したり、水洗いをしない 

故障の原因になります。 

本体と電源コード/プラグに水をかけた 
り、水に浸けたり、水洗いをしない 

感電やショート、故障の原因になります。 



❶ 


0 


❶ 


洗剤は、必ず台所食器用洗剤を使用する 

研磨剤入り洗剤やクレンザー、漂白剤、ス 
プレー洗剤などは使用しないでください。 
本体の表面が変質し、はがれ • 変色 • 樹脂 
部品の割れの原因になります。 

ガラス磨き、シンナー、アルコール、ワイ 

ヤーウール、金ブラシ、たわし、研磨スポ 

ンジなどは使用しない 

本体の表面が変質し、はがれ • 変色 • 樹脂 
部品の割れの原因になります。 

牛乳の加熱/泡立てなどでミルクコンテ 
ナを使用した後は、必ずお手入れする 
(40 ページ参照） 

衛生のため、必ずお手入れしてください。 
ミルクが内部に残ったり、固まったりする 
のを防ぎます。 


設置場所について 


コ_ヒ_マシンは、 左右、後部 
5 cm 以上、上部 20 cm 以上空けて 

設置してください 。本体は、必ず 
水平な台の上に設置してください。 


室温が 0°C 以下になる場所では使 
用しないでください。水が凍ると 
故障の原因となります。 
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各部の名称とはたらき 


計量スプーン入れ 


計量スプーン 

(小山盛り一杯:約8〜1 Og ) 


カップウオーマートレイ 

カップをのせて温めます。 


ミルクコンテナ 

着脱できます。 

フロス調整つまみ 



CLEAN ポタン 

^CLEAN^ 

レクコンテナの 
簡易洗浄をすると 
きに押します。 

ふた 

ミルクノズル 

一八ンドル 

ミルク温度 
調整チューブ 

S 


ミルクコンテナ（本体） 

MAX 表示（最大量： 0.8 fi ) 

ミルク吸入チューブ 


パウダー投入口 - 

コーヒーノ〈ウダーを投入します。 

パウダー投入口用ふた- 


豆ホッパーふた 


丑ホツパ¬ 


コー ヒー 豆を投入します (最大2〇 Og ) 

グラインダー粒度 
調整ダイヤル 

コーヒー豆の挽き具合（粒度） 

を7段階で調整できます。 
※詳細は2◦ページ参照 


コント□ールパネル 

※詳細は7ページ参照 


抽出 ユニッ ト 

簡単に着脱できる構造 
になっています。 

※詳細は4卜42ページ参照 




給湯ノズル 


ノ 


コーヒー 抽出口 

カップの高さ （7.5 cm 
〜1 Ocm ) に合わせ 
て上下に調節できます。 


フロントドア 


カス受け 

コーヒーのカスを受けます（最大14杯分) 

カップ受け（取り外し可） 

中央の2つの穴は、コーヒー抽出口から 
コーヒーが落ちてくる位置の目安です。 


スチーム 管 


プラグ 


給水タンク 

MAX 表示: 1.72 
(最大量: 1 . 82 ) 

トレイ 

お手入れのときに手前に引き 
出して、取り外します。水位 
計が上がってきたら、トレイ 
に溜まった水やコーヒーを捨 
ててください。 

※詳細は39ページ参照 


水位計（赤色） 

トレイに水や コーヒーが 溜 
まると、上がってきます。 


△ご注意 

ふたには蒸気抜きのためのスリツトがはいつ 
ので、タオル等でこのスリツトをふさがないで' 
蒸気が抜けないとグラインダー内でコーヒーパ 1 
固まり、故障の原因となります。 


|各部の名称とはたらき 






















































































































コントロールパネル 


r - 給湯/ OK ポタン 
■ 通常時： 

給湯するときに押します。 
※詳細は33ページ参照 

■ メニューモー ド時： 

設定を確定するときに押し 
ます。 


パウダー抽出/ NEXT ポタン_ 

コーヒーパウダーを使用して抽 
出するときに押します（グライ 
ンダーは停止します）。 
※詳細は17ページ参照 

■ メニューモード時： 

次の項目に移行するときに使用 
します。 


液晶ディスプレイ 


MENU ランプ- 

セルフチェックおよびメニュ 
ーモードのときに赤色に点灯 
します。 


MENU ポタン- 

設定を変更するときに押しま 
す。このボタンを押すとメニ 
ユーモードになります（コー 
ヒーの抽出はでぎません）。 



ON / OFF ポタン- 

電源を入れる/切るときに押し 
ます。 


コーヒー粉量調整ボタン—— 

コーヒー豆を挽く量を調整し 
て、コーヒーの濃さを選ぶと 
きに押します。 

※コーヒーパウダーで抽出す 
る場合には、お使いになれ 
ません。 





AUTOMATIC 


O 7 CAPPUCCINO 



自動カプチーノポタン 

カプチーノ/カフエラテまたは 
スチーム ミルク/フ □ス ミルク 
を作るときに押します。 


□ング抽出ポタン 

ロング（初期設定 120 cc ) を 
抽出するときに押します。2杯 
同時に抽出するときは、2秒以 
内に続けて2回押します。 

ミディアム抽出ポタン 

ミディアム（初期設定 80 cc ) 
を抽出するときに押します。2 
杯同時に抽出するときは、2秒 
以内に続けて2回押します。 


シヨ ー ト抽出ポタン 

シヨー ト（初期設定 40 cc ) を 
抽出するときに押します。2杯 
同時に抽出するときは、2秒以 
内に続けて2回押します。 




コントロールパネル 
シール 


全自動コーヒーマシン用除石灰剤 

※詳細は35ページ参照 


コーヒー 機器用 
クリーニングブラシ 

ミルク温度 
調整チューブ 

© 

※詳細は29ページ 
参照 



計量スプーン 

体体に収納） 


水硬度チェッカー（除石灰剤 
の箱に貼り付いています） 

※詳細は11ページ参照。 
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初めてお使いになる前に 


本製品は、工場で実際に1台1台コーヒー豆を使って抽出試験をしてから出荷されています。そのため、本体 
内部にコーヒーカスや水滴が付着していることがありますが、ご了承ください。 


空気抜きと内部洗浄 


初めて本製品をお使いになる前に、空気抜きをします。 
作業を行う前に、以下のことをご確認ください。 

參プラグがコンセントに差し込まれていないこと。 

※まだコンセントには差し込まないでください。 



的 


給水タンクに水を入れ、本体に戻す 

水は、新鮮な水道水(浄水器 • 清水器を通した水も含む）または軟水のミネラルウオーターをお 
使いください。 


給水タンクを取り出し 



給水口から MAX の 
位置まで水を入れ... 


元に戻す 




ft 


■MAX 

Cl.72) 


1 —給水バルブ 
一水量検知用浮き 



※給水バルブが開くように、しつ 
かりと奥まで押し込んでくだ 
さい0 



初めてお使いになる前に 
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プラグをコンセントに差し込む 

プラグを壁面のコンセントに直接差し込みます。 
根元までしっかりと入れてください。 

|0 K ヲオス 



MENU ' 〇 

〇 


〇 




AUTOMATIC LZ CAPPUCCINO 



〇 K ボタンを押します。 


延長コードやソケット、テー 
ブルタップなどは使用しな 
いでください。 


※給湯ノズルがセツトされていないと、「ノズルセツト」 
と表示されますので、給湯ノズルをセツトしてくださ 
し)。その後、 0 K ボタンを押します。 



オマチクダサイ 


「オマチクタサイ」と表示され、給湯ノズルからお湯が少量 
抽出されて、自動的に内部の空気抜きが行われます。 




お湯の抽出が終わると、液晶ディスプレイの表示が消えます。 
※この操作は、工場出荷時から一度も電源プラグをコンセント 
に差し込んでいない場合に行われます。その後検品された商 
品は、この操作ステップは行われませんので、ご了承ください。 



ヨネツチュウ 
オマチクダサイ 



ナイブセンジョウ 
オマチクダサイ 



ヨネツチュウ 
オマチクダサイ 



ジュンビ〇 K 
スタンダード 


予熱が始まります。 

予熱には1分ほどかかります。 


予熱が終了すると、自動的に内部洗 
浄が行われます（抽出口より熱湯が 
少量出て、カツプに溜まります)。 

※このとき大きなポンプ音がします 
が、故障ではありません。 




































































































「ジュンビ OK スタンダード」と表示されたら、抽出準備 OK です！ 

※コーヒーの濃さの初期設定は、「スタンダード」になつ 
ています。 


ジュンビ〇 K 
スタンダード 


表示言語の設定 初 

液晶ディスプレイの表示は、日本語、英語、イタリア語の中からお好みの言語をお選びいただけます 。 f 
※初期設定では「日本語」になっています。 h 


言語を変更するには ••• 


[し 

な 

る 

前 

に 



CHANGE ボ 1 タンを5利)程 J 甲し続ける 

MENU' 〇 NEXT/^= CHANGE /^ Ok/^® 




〇 K ヲオス 
ニホンゴヒヨウジ 


「0 K ヲオスニホンゴヒヨウジ」と表示されたら、ボタンか 
ら手を離してください。 


n お好みの言語が表示されたタイミングで、 OK ボタンを3秒 
L ' 以上押す 

例）英語表示に変更する場合 


PRESS OK TO 
INSTALL ENGLISH 


MENU' 〇 


〇 

① 

〇 


next/^= change /«@ 

o o 
000 


英語が表示されたタイミングで、 OK ボタンを3秒以上押し 
1 . ます。 



AUTOMATIC ^2 CAPPUCCINO 


ENGLISH INSTALLED 


「ENGLISH INSTALLED 」 と表示され、液晶ディスプレイ 
の言語が英語に設定されます。 


※英語またはイタリア語の取扱説明書につきましては、弊社サービスセンターにお問い合わせください。 
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水硬度の設定 


本製品を使っていると、内部管などに水の石灰質やカルキが付着し、故障の原因になります。本製品では、 
あらかじめ石灰を除去する時期を知らせる「ジョセツカイ」のメッセージが定期的に表示されるように設 
定されていますが実際にお使いになる水の硬度に応じた設定をしておくと、より正確な時期にお知らせし 
ますので、最初にこの設定を行ってください。 


付属の水硬度チェッカー 


(0 メモ 

エスプレッソの抽出に適した水については、 
「エスプレッソの抽出」（14、17ページ）を 
ご覧ください。 


水硬度の設定をしないと、最長のサイクル(使用水量25◦幻で「ジョセッカイ」のメッセージが 
表示されるプ□グラムになっています。お使いになる龍こ、必ず水硬度の設定をしてください。 


A 付属の水硬度チェッカーを袋から取り出し、抽出に使用する水 
r に1秒間浸してから取り出し、振りながら1分ほど待つ 

水硬度チェッカーがピンク色に変わります(ピンク色に変わったマスの数が水硬度のレベルを表します)。 
※水硬度チェッカーは付属の「全自動コーヒーマシン用除石灰剤」の箱に貼り付いています。 


2 


MENU ボタンを押してから、 NEXT ボタンを6回押し、「ミズコウド」を表示させる 


ジュンビ 0 K 
スタンダード 




AUTOMATIC Q 7 CAPPUCCINO 



「MENU ボタン」を押し... 
(MENU ランプが点灯します) 



ジコク 

00 : 00 

NEXT :ツギへ 



ジコク 00 : 00 

CHANGE :ヘンコウ 


ジコク 

00 : 00 

NEXT :ツギへ 



下段の文字が自動送りで表示されます。 



ミズコウド：1 


※初期設定では「水硬度1」になっています。 
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CHANGE ボタンを数回押して、ピンク色に変わったマスの数 
を表示させる 

例えば、3つのマスがピンク色に変わった場合は、 CHANGE ボタンを2回押して「ミズ 
コウド： 3」を表示させます（水硬度レベル「3」を示します)。 


ミズコウド ：1 
CHANGE : ヘンコウ 



CHANGE ボタンを2回押して 


ミズコウド： 3 
0K ヲオシテカクテイ 


目的の硬度を表示させます。 
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◦ K ボタンを押す 

水硬度の設定が本体に記憶されます。 


ミズコウド： 3 
〇 K ヲオシテカクテイ 


MENtf-#— 


① 




NEX " 今 __ ， CHANGE /@ Ok/(^® 

〇 〇 〇 

0 0 0 0 


MENU ボタンを押すと、「ジュンビ〇 K スタンダード」 
の表示に戻ります。 

( MENU ランプは消灯します） 


AUTOMATIC 〇 7 CAPPUCCINO 


※使用する水の硬度が変わった際は、再度手順1〜4を行い、設定を更新してください。 


初めてお使いになる前に 
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その他知つておいていただきたいこと 


■給水タンクについて 

給水タンク内の水の残量の高さが約 3 cm になるとセンサーが働き、液晶ディスプレイに「ミズタンク 
チュウイ」と表示されます。その際は給水を行ってください。 


ミズタンクチュウイ 


■ カス受けについて 

液晶ディスプレイに次のメッセージが表示されたら、溜まっているカスを捨ててください。 

( ) ※抽出回数をカウントしていますので、カス受けが満杯になっていなくて 

ヵスゥヶヲヵラニスル も、「カスウケヲカラニスル」と表示されたときは、必ずカスを捨ててく 

_ II ださい0 


■ 自動洗浄機能について 

電源の ON / OFF 時に、自動的に内部洗浄が行われます（お湯が通る道の汚れや雑菌を取り除くために、 
熱湯が抽出口より少量出て、トレイに溜まります)。 


電源を切らずに何も操作しなかった場合は、最後の抽出より1時間後（工場出荷時の初期設定）に自動洗浄機 
能が働き、自動的に電源が切れます。電源が切れるまでの時間は変更することができます （48 ページ参照)。 


■ 特別洗浄について 

詳しくは34ページをご覧ください。 


■ トレイの水位計について 

トレイの水位計(赤)が上がつてきたら、トレイを取り外して水 
を捨て、水洗いしてください。 

※トレイ内の水位がわかるように、水位計が付いています。 
カップ受けから数ミリのところまで水が溜まると、水位 
計が上がってきます。 



■ 電源プラグを抜くときのご注意 

• コーヒーの濃さの設定は、一度電源プラグを抜くと、初期設定の「スタンダード」に戻ります。お 
使いになるときに、再度コーヒーの濃さの設定が必要です（詳綱才15ページ)。 


• 時刻は、電源プラグを抜いてから1週間が経過すると、設定が消去されます。それ以上の期間が経 
過してからお使いになるときは、再度時刻の設定が必要です（詳細は44ページ)。 


以下の設定は、電源プラグを抜いても本体に記憶されています。 


各抽出ボタンの抽出量 
水硬度 

自動 スター ト時刻 
自動 スター ト設定 


カプチーノ/カフェラテ用のコーヒーと牛乳の抽出量 
コーヒー抽出温度 
自動オフ時刻 
自動オフ設定 
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コーヒーの抽出(豆を使う) 


2 


コーヒー s を入れる 
(最大200 g ) 


7 給水タンクの MAX の位置 
まで水を入れ、本体に戻す 

水は、新鮮な水道水または軟水のミネラ 
ルウ オーターを お使いください。 


:- ： ]◄—MAX 


i —給水バルブ 
一水量検知用浮き 


■ 用意するもの 


コーヒー豆は 



エスプレッソ用 と表記さ 
れている豆が最適です。 

※ドリップタイプのコーヒーち抽 
出できます。詳しくは、「ドリッ 
プタイプコーヒーの抽出」 (25 
ページ)をご覧ください。 



新鮮な水道水(浄水器 • 清水器を通 

した水も含む） や 軟水 (日本の硬 
度： 90 mg / fi 以下）のミネラル 
ウォーターが適しています。 

※硬水を使用すると石灰分が詰まりやすくな 
り、故障の原因となります。 


カップは... 



エスプレッソ用には、約6〇 
〜8〇 mfi の容量で、 肉厚の 
ものをお選びください。 


お使いになる前に、以下のことをご確認ください。 


消灯 


• 電源が 0 N になっていること。 

• 「ジュンビ〇 K 」 と表示されていること 
•「 MENU ランプ」が消灯していること 


MENU ベ 


ジュンビ〇 K 
スタンダード 


NEXT た 


OK/^ 


change/® 

O 

⑽ S 7 S 7 V 

0 0 0 0 0 


① 


AUTOMATIC CAPPUCCINO 


操作手順 

※初めて本製品をお使いになるときは、実際に豆を使って、4〜5杯分のテスト抽出をしてからお使い 
ください。 

※お好みの味をコントロールするには、次の調整を行ってください(詳繼ょ 23 〜 24 ページ)。 

①グラインダーによる豆の挽き具合(粒度)②コーヒー豆(ノ V ° ウダー）の量③コーヒーの抽出量 
※豆ホッパーには、コーヒー豆以外のものを入れないでください。コーヒーパウダーやその他の異物 
は絶対に入れないでください。 



n — ヒ—の抽出(豆を使う) 


14 



























































































トレイにカップを置く 


1杯抽出するとき 



2杯同時に抽出するとき 



カツプの高さ (7.5 cm 〜1 Ocm ) に合 
わせて、トレイからコーヒー抽出口 
までの高さを調節できます。 



※カップの最大の高さ：1 0 cm 


4 


コ _ ヒ _ 粉量調整ボタンを押して、コ _ ヒ _ の濃さを選ぶ 

※通常のエスプレッソを抽出したいときは「スタンダード」を選んでください。 


ジュンビ〇 K 
スタンダード 



コーヒー粉量調整ボタンを押します。 


ジュンビ〇 K 
ストロング 


ボタンを押すたびに、表示が変わります。 


ジュンビ〇 K 
EX スト□ング 


ジュンビ〇 K 
EX マイルド 



ジュンビ〇 K 
マイルド 


薄い 


コーヒーの濃さの選択は、必ず抽出する前に 
行ってください。 

抽出ボタンを押した後では変更できません。 


薄い 濃い 

EX マイルド 岭 マイルド 岭 スタンダード-►ストロング 岭 EX ストロング 


►濃い 



EX マイル 1 

コー匕一 

1杯 

約 6.0 g 

i \ u \ s . 

TO 里 

2杯 

約 lO.Og 



卜□ング 


約 8.0 g 約 9.0 g 

約11 .6 g 約1 2.4 g 


約 lO.Og 
約 13.2 g 


EX スト□ング 


約11 .Og 
約 14.0 g 
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2 杯のとき 
(2 回押す） 


2ハイ ： SHORT 


2八ィ ： MED 


2八ィ ： LONG 

スタンダード 


スタンダード 


スタンダード 


液晶ディスプレイの下段には、コーヒーの濃さが表示されます。 


豆がグラインドされ（挽かれ)、蒸らしが行われた後抽出が始まります。 

設定した量が抽出されると、自動的に止まり、]-匕ーカスがカス受けに捨てられます。 


ジュンビ〇 K 
スタンダード 


※途中で抽出を止めたいときは、再度抽出ボタンを押します。 
液晶ディスプレイに「オマチクダサイ」と表示され、抽出 
が止まります。 

※抽出量を追加したい場合は、コーヒー抽出終了後(抽出口 
からのコーヒー抽出が止まった後）、2秒以内に再度同じ 
「抽出ボタン」を押すと、押している間コーヒーが抽出され 
ます。ボタンをはなすと、抽出が止まります。 

しばらくして、「ジュンビ〇 K 」 と表示されると、次の抽出が 
〇くになります。 


抽出を終了する場合は、電源を切る 


お好みの抽出ポタンを押す 

シヨート (40cc*) のとき ミディアム (80CC*) のとき 


MENU'O NEXT/^= CHANGE /@ Ok/^® 

0 0 0 0 

① _ S 7 » » 

〇 O/Q 〇 〇 



MENU ， 〇 NEXT , き CHANGE/*^ OK /が 

0 0 0 0 

① s » 置 

〇〇 O/Q 〇 


<T\C 〇 7 CAPPUCCINO 



※初期設定 


ロング （120cc3 のとき 

MENU'O NEXT , き CHANGE /吻 Ok/^5 

0 0 0 0 

6 6 6 6 



AUTOMATIC LZ CAF/ 


ヒぎ 
I す） 


1パイ ： SHORT 


1パイ ： MED 


1パイ ： LONG 

スタンダード 


スタンダード 


スタンダード 


オマチクダサイ 


コーヒーの抽出中は、絶対にフロントドアを開けたり、給水タンクを取り外さないでください。 


△ご注意 

抽出口からでる熱湯でヤケドをしないように注意してください。 


n — ヒ—の抽出(豆を使う) 


5 


1C 

の 

杯 


甲 

+ T - 

回 
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コーヒーの抽出（コーヒーパウダーを使う) 


■用意するもの_ 

コーヒー パウダーは… 





jSPRESSQ 


HfiRESSC 


(パウダー) 

_ 多 


(パゥダつ 



エスプレッソ用 と表記され 
ている極細挽きのパウダー 
が最適です。 

※ドリップ用のパウダーは、挽き具 
合が粗いので不向きです。 

※インスタント コーヒーは 使用しな 
いでください。 



新鮮な水道水(浄水器 • 清水器を通 

した水も含む） や 軟水 (日本の硬 
度： 90 mg / C 以下）のミネラル 
ウ オーターが 適しています。 

※硬水を使用すると石灰分が詰まりやすくな 
ります。 



エスプレッソ用には、約6〇 
〜8〇 me の容量で、 肉厚の 
ものをお選びください。 



お使いになる前に、以下のことをご確認ください。 


• 電源が ON になっていること。 

• 「ジュンビ〇 K 」 と表示されていること 
•「 MENU ランプ」が消灯していること 


( - s 


ジュンビ〇 K 


消灯 


スタンダード 


MENU'C 

〕 next / き_ . CHANGE /«@ Ok /^® 


〇 

0 0 0 0 0 


© 〇〇 S 7 


AUTOMATIC 口 CAPPUCCINO 


操作手順 


※付属の計量スプーンを使って、お好みのパウダーの量（最大1 4 g ) を入れて 
ください。 

※パウダー投入口には、コーヒーパウダー以外のものを入れないでください。 
コーヒー豆、インスタントコーヒー、その他の異物は絶対に入れないでくだ 
さい。 

※本体の電源が OFF になっているときにコーヒーパウダーを入れないでくだ 
さい。パウダーが本体内部に撒き散らされ、故障の原因となります。 



付属の計量スプーン 
(すり切り約 7 g ) 


1 給水タンクの MAX の位置まで水を入れ、本体に戻す 

t - : y : - c ^ — max 

(1.7 fi ) 



1—給水バルブ 
——水量検知用浮き 
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パウダー抽出ボタンを押す 


1ENU' 〇 NEX " 今 _ . CHANGE />@ 〇り供 



r ジュンビ〇 k ： . 

I {コーヒーパウダート • 


「ジュンビ〇 K コーヒーパウター」と表 TJX されます。 


付属の計量スプーンで測つて、コーヒーパウダーを入れる 



ジュンビ〇 K 
スタンダード 


• コーヒーを抽出するノ くウダーの量は1 4 g までです。それより多く入 
れるとコーヒーが抽出されません。また、パウダーが本体内部に残 
り、故障の原因となります。 

•14 g より多くパウダーを入れてしまったときは、 

パウダー投入口にパウダーが詰まってしまいま 
す。ご家庭にあるへラやスプーンの柄などを使い、 

パウダーを押し下げてください。その後、抽出ユ 
ニットを取り出し、きれいに洗ってください (41 
〜42ページ参照)。 
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トレイにカップを置く 



カップの高さ （7.5 cm 〜1 Ocm ) に合わせて、 
トレイからコーヒー抽出口までの高さを調節 
でぎます。 



※カップの最大の高さ：1 0 cm 



n — ヒ—の抽出 ( n — 匕—パウダ—を使う) 
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お好みの抽出ポタンを押す 

シヨート (40 cc つのときミディアム (80 cc のとき 


MENU ， 〇 NEXT / き _ » CHANGE /»@ Ok/(^® 

〇〇〇〇 

w 



1杯のとき 
(1 回押す） 

2杯のとき 
(2 回押す） 


MENU，0 NEXT/^= CHANGE/*® OK /が 

0 0 0 0 

© s ® w 

〇〇 O/Q O 



ロング （120 cc 3 のとき 

MEN げ〇 NEXT / さ _ » CHANGE/@ OK /が 

0 0 0 0 

① 〇〇 s » 冒 

0 0 0 0 



AUTOMATIC Q 7 CAR 


1バイ： SHORT 
コーヒーパウダー 


1パイ： MED 
コーヒーバウダー 


1パイ： LONG 
コーヒーパウダー 




2 八イ: SHORT 


2 ハイ: MED 


2 ハイ: LONG 

コーヒーパウダー 


コーヒーパウダー 


コーヒーパウダー 


こんな メッ セージが表示されたときは 



1 ; v ° ウダー投入口にコーヒーノ v ° ウダーが入っていないとき 

は、左のメッセ_ジが表 TJX されます。その場合は、コ_ 
j ヒーノ v ° ウダーを入れ、再度お好みの抽出ボタンを押して 

ください。 


コーヒー パウダー 
ヲイレル 





設定した量が抽出されると、自動的に止まり、コーヒーカスがカス受けに捨てられます。 


△ご注意 

抽出口から出る熱湯でヤケドをしないように注意してください。 


コーヒーの抽出中は、絶対にフロントドアを開けたり、給水タンクを取り外さないでください。 


※途中で抽出を止めたいときは、再度抽出ボタンを押します。 

※抽出量を追加したい場合は、コーヒー抽出終了後(抽出口 
からのコーヒー抽出が止まった後）、 2 秒以内に再度同じ 
「抽出ボタン」を押すと、押している間コーヒーが抽出され 
ます。ボタンを放すと、抽出が止まります。 


しばらくして、「ジュンビ〇 K 」 と表示されると、次の抽出が 
〇くになります。 


オマチクダサイ 



ジュンビ〇 K 
コーヒー パウダー 



ジュンビ〇 K 

続けて、コーヒー豆を使用してコーヒーを抽出する場合は、再 


スタンダード 

度パウダー抽出ボタンを押し、豆での抽出モードに戻します。 


6 抽出を終了する場合は、電源を切る 
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※設定するときは、豆/パウダーを使用して、実際にコーヒーを抽出しながら行います。 

①トレイにカップを置き、抽出量を変更したい抽出ボタンを約8秒間押し続ける 

下段に「リョウセツテイ」と表示され、抽出が始まります。 


シヨートの抽出量を 
変更するとき 

MENIT 〇 NEXT / き CHANGE/^ Ok/^5 

〇〇〇〇 

〇〇ク〇〇 

1C 口 CAPPUCCINO 



ミディアムの抽出量を 
変更するとき 

MENU ， 〇 NEXT / 今 _ . CHANGE/^ Ok/^ 

〇〇〇〇 

① 〇" S ® ■ 

〇〇0/9 〇 



②お好みの量が抽出されたところで、再度抽出ボタンを押す 

コーヒーの抽出量が本体 I こ記憶されます。 


ロングの抽出量を 
変更するとき 


MENU ， 〇 NEXT , き _ . CHANGE/*^) Ok/^® 

〇〇〇〇 

① ■ 

〇 〇 〇 〇 ^ 


AUTOMATIC CAR 



1パイ ： SHORT 


1パイ ： MED 


1バイ ： LONG 

■ J ョウセツテイ 


■ J ョウセツテイ 


リヨウセツテイ 


001グラインダーの調整(コーヒー豆での抽出時のみ） 

グラインダー粒度調整ダイヤルは、工場出荷時に「4」に設定されています。通常はこの設定のままお 
使いいただけますが、お使いになる豆によって、抽出が早過ぎたり、遅過ぎたりする場合は、粒度を 
調整してください。 


△ご注意 

必ずグラインダーが作動しているときに回してください。グラインダーが停止しているときに無理に回すと、 
故障の原因となります。 


時計回りに回す 
(目盛を大きくする） 

粒度が粗くなり、抽出が速くなりま 
す。クレマは出にくくなります。 

グラインダー粒度調整ダイヤル 



反時計回りに回す 
(目盛を小さくする） 

粒度が細かくなり、抽出が遅くなりま 
す。クレマができやすくなります。 



薄い 4- コーヒーの 濃さ+ 濃い 


コーヒーの抽出量を変更するには（コー匕一豆/コーヒーパウタ"^共通) 


n — 匕—の抽出量を変更するには/グラインダ—の調整 ( n — 匕—豆での抽出時のみ) 
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:必^より熱い コー ヒ ー をお好みの場合は...(コーヒー豆/コーヒーパウダ—共通) 


抽出温度を高めに設定し、カップを熱湯で湯煎するか、カップウォーマーに2分程置いて温めます(特 
に厚手のカップは抽出された コーヒーの 熱を奪ってしまいますので、湯煎や予熱をしてください)。 

參抽出温度を高めに設定する （47 ページ参照） 

參カップを湯煎する 

① スチーム 管に給湯ノズルを取り付け、その下にカップを置き、「給湯/ 0 K ボタン」を 
押して熱湯を抽出する 

② お好みの量を抽出したら、「給湯/ 0 K ボタン」を押して抽出を止める 



※温めに使った熱湯は捨ててください。 

△ご注意 

熱湯でヤケドをしないように注意してください。 


•予熱しておく 

カツプをカツプウオーマーに2分程置き、あらかじめ温めておきます。 

余熱 利用のカップ 
ウ： 



2分くらい温めます 



















〇〇 ] うまく淹れられなかったときは... （ コ-ヒ-豆での抽出時のみ } 


使用する豆に合わせて、本体を調整します。 

參コ_ヒ_の抽出が遅いとき、またはまったく抽出されないとき 
4対処方法：コーヒー豆の挽き具合（粒度）を粗くします 

豆ホッパーに付いている「グラインダー粒度調整ダイヤル」( 2 〇ページ参照）を粗いほう 
(時計回り）に1目盛ずつ回して調整してください。 


粗くなる 
(目盛を大きくする） 



細か < なる 
(目盛を小さくする） 


△ご注意 

グラインダー粒度調整ダイヤルは、必ずグラインダーが作動しているときに回してく 
ださい。 

グラインダーが停止しているときに無理に回すと、故障の原因となります。 


>コ_ヒーの抽出が早すぎたり、クレマが少ないとき 
4対処方法：コーヒー粉量(挽く豆の量)を多くします 

「コーヒー粉量調整ボタン」を押して、お好みの量を見つけてください 


粉量：少なくなる 
EX マイルド 岭 マイルド 
抽出：速くなる 


スタンダード 


粉量：多くなる 
スト□ン グ+ EX スト□ング 
抽出：遅くなる 


※抽出具合を見ながら、1段階ずつ上げてください。 EX ストロングに近づくほど、抽出が 
遅くなります。 

2杯抽出するときはさらに遅くなります。 

※数杯抽出してみてもクレマが十分でない場合は、豆ホッパーに付いている「グライ 
ンダー粒度調整ダイヤル」を細かいほう（反時計回り）に1目盛回してください。 


うまく淹れられなかつたときは…3 I ヒ—豆での抽出時のみ) 
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CMJ お好みの味を見つけるには... 


〇豆の挽き方（粒度)' 
© 豆の量 
@抽出量 


味はこの3つの要素のバランスで決まります。 
〇豆の挽き方 

粗い 4 



3つのバランスで 
味が決まります 


©抽出量 

少なくなる〇〇 〇多くなる 

©和^♦薄 

(豆量が同じ場合） 

抽出ポタン 



スタンダード, 

1マイルド ストロング< 

EX マイルド EX ストロング 

コ コーヒ_ ■ 

の濃さ 
00 

〇 

コーヒー 粉量 
調整ポタン 


この3つの要素を以下のように調整することによって、いろいろな味の 


ドリップタイプコ _ ヒ _ 


グラインダーの目盛 

豆の量 

4以上 

マイルド〜ストロング 



エスプレッソ 

グラインダーの目盛 

豆の量 

やや薄め〜通常 

3〜4 

マイルド〜スタンダード 

濃い目 

2〜3 

EX ストロング 

ドッピオ（ダブル)％ 

2〜3 

スタンダード 〜 E X ストロング 

ルンゴ 

3〜4 

マイルド〜スタンダード 
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抽出里 

1杯抽出時 

2杯抽出時 

抽出ボタン 

押す回数 

抽出ボタン 

押す回数 

3〇〜 40 cc 

ショート抽出ボタン 

1回 

ショート抽出ボタン 

2回 

3〇 cc 

30 cc に設定して抽出 

1回 

30 cc に設定して抽出 

2回 

6〇〜8〇 cc 

ショート抽出ボタン 

2回 

2杯同時抽出できません 

11〇〜12〇 cc 

ロング抽出ボタン 

1回 

ロング抽出ボタン 

2回 



出荷時の初期設定は、以下のようなバランスで組まれています。 

① グラインダーの目盛： 4 

② 豆の量 ：スタンダード 

③ 抽出量 ：ショート抽出ポタン - 40 cc 

ミディアム抽出ポタン— 80 cc 
□ング抽出ポタン - 1 20 cc 


※ドッピオ（ダブル）を作るには… 

❶抽出口の下にエスプレッソ用のカップ （14 ページ参照）を置き、2つの抽出口から出る 
コーヒーを1つのカップで受けられるようにセットする 

❷豆の量と抽出量を以下のように設定する 

豆の量（豆を使った抽出の場合のみ）：スタンダード〜 EX ストロング（約 12.4 〜 14. Og ) 
抽出量： 3〇〜 40 cc 

❸ショート抽出ボタンを2回押して「ダブ)レ1杯分」を抽出する 


バリエーシヨンを楽しむことができます。 


抽出里 

1杯抽出時 

2杯抽出時 

抽出ボタン 

押す回数 

抽出ボタン 

押す回数 

12〇〜18〇 cc 

ロング抽出ボタン 

1回 

ロング抽出ボタン 

2回 


お好みの味を見つけるには… 
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ドリップタイプコーヒーの抽出 


■ 用意するコ _ ヒー S は… 

深煎り（フレンチ • ローストまたはイタリアン • □—スト）レギュラーコーヒー用の豆またはパウダー 
をご用意ください。 


本製品は、常に圧力をかけて抽出を行いますので、自然ろ過方 
式で抽出するドリップコーヒーとは異なります。ドリップタイ 
プコーヒーの設定で抽出してお飲みになるときも、豆は深煎り 
をお使いになることをおすすめします。 

※ノ v ° ウダーは、粗挽きから中挽きのノ v ° ウダーをおすすめします。 


お使いになる前に、電源が ON になっていることをご確認ください。 



A トレイにカップを置く 

高さ1 Ocm までのコーヒーカップまたは 
マグカツプを置いてください。 


〇 「お好みの味を見つけるには…」 （23 〜24ページ)をご覧になり、 
L ❶豆の挽き方(粒度)、❷豆の量、❸抽出量を以下のように調整する 

❶豆の挽き方（コーヒーパウダーをお使いになるときは不要です） 

グラインダーが作動しているときに、グラインダー粒度調整ダイヤルの目盛を粗い方（目盛4以上がおすすめ） 
にセットします。 

※必ずグラインダーが作動しているときに回してください。 

❷豆の量 

コーヒー粉量調整ボタンを押し、マイルド〜ストロングに設定します(粉の量はやや多目の8〜 10 g の設定に 
なります)。 

※コーヒーパウダーをお使いになるときはパウダー投入口に、約8〜 10 g (付属の計量スプーンに小山盛り1杯) 
のコーヒーパウダーを入れます（コーヒーパウダーを使用する場合、1回の投入は最大 14 g です)。 

❸抽出量 

通常ドリップタイプコーヒーは多め （12 〇 cc 以上）に抽出します。 

本製品では、1回の操作で1杯あたり最大 180 cc のコーヒーを抽出できます。お好みの量を設定してください。 
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お好みの量を設定したポタンを押して抽出する 

1杯抽出するときは1回、2杯同時に抽出するときは2回押します。 


MENU'O NEXT / ^ _ ， CHANGE Ok/^? 

0 0 0 0 

①。〇 s 7 » 竇 



※ロング抽出ボタンの初期設定の抽出量は 120 cc です。抽 
出量は、お好みの量に変更することができます （20 ペー 
ジ参照)〇 


鼋源を切るときは 


電源を切るときは、 0 N /0 FF ボタンを押す 

MENU'O NEXT / 今 CHANGE Ok /濟 


必〇 


w w 



AUTOMATIC Q 7 CAPPUCCINO 


デンゲン〇 FF 
オマチクダサイ 


電源を切らずに、何も操作しなかった場合は、最後の抽出よ 
り1時間後(工場出荷時の初期設定）に内部洗浄が行われ、自 
動的に電源が切れます。 

電源が自動的に切れるまでの時間は変更することができます 
(48 ページ参照)〇 


電源が切れる前に、自動的に内部洗浄が行われます（抽出口 
より熱湯が少量出て、トレイに溜まります)。 


2 


コーヒーの抽出のみで終了する場合は、 
プラグをコンセントから抜く 

電源プラグを抜くときのご注意については、「その他知ってお 
いていただきたいこと」 （13 ページ）をご覧ください。 



続けてフ□スミルクを作る場合は、プラグをコンセントから抜 
かずに、「スチームミルク/フ□スミルクの作りかた」 （31 ペー 
ジ）にお進みください。 


ドリップタイプ n — 匕—の抽出/電源を切るときは 
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カプチーノ/カフェラテの作りかた 


カプチーノには、 泡立てに適した牛乳 をご用意ください。 

■ 用意するもの 



操作手順 ※カプチーノとカフェラテは、ミルクコンテナのふたにある「フ□ス調整つまみ」を 

調整することで作り分けることができます。 


y コーヒー粉量調整ポタンを押し、カフェラテ/カプチ ーノ用にお好 
みのコーヒーの濃さ(豆の量)を選ぶ 


マイルド■►スタンダード- ►ス ト□ング 

W ユンビ OK / EX マイルド ◄ - EX ストロング 

スタンダート ' fl 
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ミルクコンテナに必要な分量の牛乳を入れ、ふたをする 

コンテナの中に入れる 


ミルクコンテナ用のミルク吸入チュー 
ブがふたにしっかりと取り付けられて 
いることを確認してください。 


ミルク吸入チューブ 




ミルクコンテナを本体にセツトする 



※必ず八ンドルを持ってください。 


△ご注意 

• 給湯ノズルが本体に取り付けられてい 
るときは、取りはずしてからミルク] 
ンテナをセツトしてください。 

•ミルクコンテナは、必ず本体にしっか 
りと押し込んでセツトしてくださし)。 
しっかりセツトされていないと、ス 
チームが漏れて牛乳を吸い込むことが 
できません。 
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大きめのカップをトレイに置く 



^ミルクコンテナのミルクノズルをカップに向ける 


△ご注意 

コーヒー抽出口から出てくるコーヒーと、ミルクノズル 
から出てくるスチームミルク/フ□スミルクの両方が注が 
れる位置に、必ずカップを置いてください。 



カプチ—ノ\カフ H ラテの作りかた 
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ミルクコンテナの「フ□ス調整つまみ」をセツトする 


カプチーノを作るとき 

「 CAPPUCCINO 」 の位置に合わせます。 


※お好みにより、牛乳の泡立て具合を調整してください。 



•泡が小さくなる 
(温度が下がる) 


•泡が大きくなる 
(温度が上がる) 


カフェラテを作るとき 

rCAFFELATTEJ の位置に合わせます。 



熱めのカフェラテを作りたいときは 

付属のミルク温度調整チューブを取り付けます。 



△ご注意 

このミルク温度調整チューブをお使いになるとき 
は、「フ□ス調整つまみ」は必ず 「 CAFFELATTE 」 
の位置にセツトしてください。 
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自動カプチーノポタンを押す 

※途中で抽出を止めたいときは、再度「自動カプチーノボタン」を押します。 


ジュンビ〇 K 
スタンダード 



w 


△ご注意 

カップは必ずトレイの上に置き、カップから手を 
離してください。ミルクノズルからスチームミル 
ク/フ□スミルクが出るときに、熱い泡が飛び散り、 
ヤケドをする危険があります。絶対にカップを手に 
持って抽出しないでください。 


カプチーノ 


先に牛乳が抽出され、その後にコーヒーが抽出されます。 

※ミルクコンテナのフ□ス調整つまみを 「 CAFFELATTE 」 
の位置にセツトしてカフェラテを抽出するときも、「カブ 
チーノ」と表示されます。 


カプチーノ/カフエラテを作り終わったら、ノズルを洗浄する 

※使用後は毎回、必ずミルクノズルを洗浄してください。 

❶トレイにカップを置き、ミルクコンテナのミルクノズルをカップに 
向ける 



❷ミルクコンテナのふたにある「 (_) ポタン」を長押しして、お湯を出す 

※少なくとも8秒以上押し続けてください。 

この操作で、ミルクノズル内部に残っている牛乳を排出します。 

※衛生のため、必ずこの操作を行ってください。牛乳が内部に残っ 
たり、固まったりするのを防ぎます。 


1日の終わりには、必ず本体からミルクコンテナを取りはず 
し、十分に洗浄してください（詳細は40ページ参照)。 



△ご注意 

スチーム管についたミルクが乾いて固まってしまうと、スチーム 
ミルク/フ□スミルクが正常に出ない場合があります。そのため、 
ノズルと合わせて スチーム管も常に清潔な状態に保ってください 
(詳細は34ページ参照)。 



カプチ—ノ\カフェラテの作りかた 
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スチームミたレク / フロスミルクの作りかた 

スチーム（蒸気)で牛乳を泡立てたスチームミルクやフ□スミルクは、以下のようにして作ります。 


❶ミルクコンテナに必要な分量の牛乳を入れ、 
ふたをして、本体にセツトする 


コンテナの中に入れる 


MAX(0.8fi) 



コンテナの 
外に出す 


❷トレイにカップを置き、ミルクコンテナのミルクノズルをカツ 
プに向ける 



0ミルクコンテナの「フ□ス調整つまみ」をセツトする 
フロスミルクを作るとき 

「 CAPPUCCINO 」 の位置に合わせます。 

※お好みにより、牛乳の泡立て具合を調整してください。 



•泡が小さくなる 
(温度が下がる) 


•泡が大きくなる 
(温度が上がる) 


スチームミルクを作るとき 

rCAFFELATTEJ の位置に合わせます。 
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〇自動カプチーノポタンを 2 秒以内に 2 回押す 


ジュンビ〇 K 
スタンダード 


MENU'O 


NEX" き = CHANGE /功 OK/^® 

〇〇〇〇 

① 〇〇 S 7 S 7 竇 

0 0 0 0 0 


フ□スミルク 


スチーム ミルク/フ □ス ミルク 
の抽出が始まります。 





2秒以内に 
2回押す 


※抽出が終わったら、空の大きめのカップをミル 
クノズルの下に置き、「@ボタン」を長押しし 
て、ミルクノズルを洗浄してください。 


△ご注意 

スチーム管についたミルクが乾いて固まってしまう 
と、スチームミルク/フ□スミルクが正常に出ない 
±湯合があります。そのため、ノズルと合わせて スチー 
厶管も常に清潔な状態に保ってください (詳細は 
34ページ参照)。 



抽出した コーヒー （エスプレッソ）にフ□スミルクを適量注ぐとカプチーノができ、スチーム 
ミルクを注ぐとカフェラテができます。 

例）カプチーノ 


フ□スミルク 


コーヒー 

(エスプレッソ） 



※エスプレッソ1/3 • フ□スミルク2/3の量が目安です。 


スチ—ムミルク/フ□スミルクの作りかた 
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糸合湯の使いかた 

熱湯（約75〜8〇°〇が必要なときは、以下の方法で給湯してください。 

❶給湯ノズルを取り付け、お湯受けの容器を置く 



❷給湯ポタンを押す 


ジュンビ〇 K 
スタンダード 



キユウトウチュウ 


給湯ノズルに スチームが 残っていた場合、数秒間 スチーム 
が排出された後に熱湯が出てきます。 


❸再度給湯ポタンを押して、抽出を止める 


△ご注意 

• 熱湯でヤケドをしないように注意してください。 

• 2分以上お湯を出したままにしないようにしてください。 
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お手入れ（電源 ON 0 寺) 


■スチーム管のお手入れ 

❶ スチーム 管周囲のお手入れ 

•先の細い柔らかいブラシや、湿らせた綿棒などを使って、赤色 
の〇リングの部分まできれいに掃除してください。 

•キッチン用アルコール除菌スプレーを使ってス チー 厶管の周囲を 
除菌してください。 

• 固く絞った濡れ布きんで、スチーム管を丁寧に拭し)てください。 


❷ スチーム 管内部のお手入れ 

先の細い柔らかいブラシや、爪楊枝などを使って、内部の 
小さな穴の奥まできれいにする。 


△ ご注意 

スチーム管についたミルクが乾いて固まってしまうと、スチー 
厶ミルク/フ□スミルクが正常に出ない場合があります。その 
ため、スチーム管を常に清潔な状態に保ってください。 


❸給湯ノズルを取り付ける 


❹給湯ポタンを押し、お湯を出して洗浄する 




MENU' 〇 



U ※お手入れが終わったら、給湯ノズルを洗浄してください。 ^ 



AUTOMATIC O 7 CAPPUCCINO 


■ 特別洗浄 

特別洗浄は、長期間 （1 週間以上）お使いにならなかった場合や、より除菌効果を高めたい場合に、 
通常の簡易洗浄より長く内部洗浄を行う機能です。 


❶内部洗浄⑻）ポタンを押す 




ナイブセンジョウ 
オマチクダサイ 


本体内部を洗浄したお湯が、コーヒー抽出口から約 80 cc ほ 
ど排出されます。 


△ご注意 

特別洗浄は随時行えますが、毎回約 80 cc のお湯が排出されます。 
そのため、大きめのカップをコーヒー抽出口の下に置いたり、水 
位計をまめに確認したりするなどして、トレイからお湯やコー 
ヒーがあふれないようご注意ください。 


❷再度、「ジュンビ 0 K 」 と表示されたら、抽出準備 0 K です。 
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■石灰の除去(所要時間：約30分） 

本製品を使っていると、徐々に内部管などに水の石灰質が付着し、故障の原因になります。本製品 
では、液晶ディスプレイに「ジョセツカイ」と定期的に表示して、石灰を除去する時期を知らせます。 
付属の全自動コーヒーマシン用除石灰剤を使用して洗浄してください。 


まず、石灰を除去します 


❶給水タンクに、付属の除石灰剤1本 （ 1 OOmfi) と水 （ 1 e) を入れる 



除石灰の目安 


除石灰の頻度は、設定した水の硬度に 
よって異なります。除石灰を行う目安 
は、以下のとおりです。 


設定水硬度レベル 

1 

2 

3 

4 

除石灰が必要 
となる使用水量 
の目安 

250fi 

150fi 

80fi 

45 fi 


※水硬度の設定の詳細は11ページ参照 


❷給湯ノズルを取り付け、1 .5 e 以上の空の容器を置く 





❸ ON/OFF ポタンを押して霞源を入れる 



ヨネツチュウ 
オマチクダサイ 


ジュンビ〇 K 
スタンダード 


「ジュンビ〇 K 」 と表示されるまで待ちます。 
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❹ MENU ポタンを押してから、 NEXT ポタンを3回押し、「ジヨセツカイシナイ」を表/亍、させる 


ジュンビ 0 K 
スタンダード 



next/^= change/*® ok/^® 

〇〇〇 

S 7 ¥ 竇 

0 0 0 0 



AUTOMATIC LJ CAPPUCCINO 


MENU ボタンを押して.. 
(MENU ランプが点灯します) 



ジコク 08:00 

NEXT :ツギへ 



NEXT ボタンを3回押します。 



ジョセツカイシナイ 
CHANGE :ヘンコウ 


❺ CHANGE ポタンを押して、「ジヨセツカイス)レ」を表/亍、させる 



CHANGE ボタンを押します。 



ジョセツカイスル 
〇 K ヲオシテカクテイ 













































❻ OK ポタンを2回押す 


ジヨセツカイスル 
〇 K ヲオシテカクテイ 



ジヨセツカイ 
OK ヲオス 



もう一度〇 K ボタンを押します。 



給湯ノズルからお湯が出てきます。石灰除去中は、 
お湯の排出 • 停止が自動的に数回繰り返されます（約 
20分)。 


△ご注意 

熱湯でヤケドをしないように注意してください。 


本体内部に残った除石灰剤を洗い流します 

❼「ナイブセンジョウミズタンクチュウイ」と表示されたら、給水タンクに残った水を捨てて、すすぐ 
その後、新鮮な水を満たして、本体に戻す 


ナイブセンジョウ 
ミズタンクチュウイ 



◄—MAX 

(1.7B) 
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❾給湯ノズルの下に i.5 e 以上の空の容器を置く 


❾ 0K ポタンを押す 


ナイブセンジョウ 
0 K ヲオス 


1^#— next / 今 __ ， CHANGE /«@ Ok/^® 


① 




ナイブセンジョウ 



※給湯ノズ j レからお湯が出て 
きます(約1◦分） 


センジョウオワ U 
〇 K ヲオス 


内部洗浄が終了すると、「センジョウオワリ 0 K ヲオス」 
と表示されます。 


❿ 0K ポタンを押す 


センジョウオワ U 
〇 K ヲオス 


5e/@ Ok/^9 


AUTOMATIC Q 7 CAPPUCCINO 

以上で完了です。 


△ご注意 

熱湯でヤケドをしないように注意してください。 



■擊入れ 
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お手入れ （電源 OFF 時） 

使用頻度や汚れ具合によりますが、以下の要領で、定期的にお手入れをしてください。 


A ご注意 

•お手入れをするときは、電源プラグを抜き、本体が完全に 
冷めてから行ってください。 

•研磨剤、漂白剤などは使用しないでください。 


■本体表面、電源コード/プラグのお手入れ 

汚れたときは、固く絞った濡れ布きんで拭きます。 

汚れがひどい場合は、少量の台所食器用洗剤をつけた布で拭い 
てから、濡れ布きんで洗剤をよく拭き取ってください。 



■トレイ、カス受け、ミルクコンテナ、，給水タンク、，給湯ノズル 
のお手入れ(随時および毎日の使用終了後） 


取り出しかた 

フロントドアを開け… 



ふたは取りはずし 




トレイ、給水タンクを引き出す 



給水タンクとトレイ、カス受けを取り外して水洗 
いし、乾かしてから元に戻します。 
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■ふた（ミルクコンテナ用）のお手入れ 

1日の使用が終わったら、ミルクコンテナをはずして洗浄します。 



※必ず八ンドルを持ってください。 


洗いかた 


❶ミルクコンテナのふたからミルクノズル、フ□ス調整つまみ、ミルク吸入チューブを取りはずす 

. 必ず、本体および各部の温度が下がってから行ってください。 

※ミルク温度調整チューブを取り付けているときは、ミルク吸入チューブから外し、ぬるま湯と食器 
用洗剤でよく洗ってください。 


ミルクノズル 


フ□ス調整つまみ 


ミルク吸入チューブ 



ミルクノズルを右側にスライドさせ 
て、ふたから外し （① )、下方向に引 
くと （②) 、 取り外せます。 

ブラシやつま楊枝を使って穴の詰まりを取り除く 

❷ぬるま湯と食器用洗剤でよく洗う 







上方向に少し引っ張りながら(①)手 
前に引くと(②)、取りはずせます。 


食器用洗剤を溶かしたぬるま湯に部品を浸けて洗浄します。 
矢印 （—） で示されている3つの穴が詰らない 
ように、ブラシなどを使ってよく洗います。詰 
まっているときは、つま楊枝などを使って取り 
除いてください。 

その後よくすすぎ、各部品に食器用洗剤が残ら 
ないようにしてください。 

※食器洗い機をお使いになる場合は、温度設定 
を 50°C 以下にしてください。 



ブラシやつま楊枝を使つ 
て穴の詰まりを取り除く 


❸ミルク吸入チューブとフ□ス調整つまみをふたに戻す 

各部品の水気を取り、取りはずしたときと逆の要領で、ミルクノズル、ミルク吸入チューブ、フ□ス調 
整つまみをふたに取り付けます。 


■擊入れ 


❹ふたをミルクコンテナに戻す 
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■本体内部のお手入れ 

• こびりついたコーヒー ) 〈ウダーは、つま楊枝などを使って 
取り除き、付属のブラシで掃き出すか、掃除機で吸い取り 
ます。 


• 1日の使用が終わったら、コーヒー抽出口が詰まっていな 
いか、チェックします。詰まっているときは、ブラシやつ 
ま楊枝などを使って取り除いてください。 



■抽出ユニットのお手入れ(毎日の使用終了後) 

抽出ユニットは、コー匕一粉が詰まらないように、洗浄してください。 


コーヒー粉の詰まりは、故障の原因となります。 


CTON/OFF ポタン」を押して、本体の電源を切り、液晶ディスプレ 
イの表示が消えるまで待つ 


△ご注意 

抽出ユニットは、電源が切れているときにのみ取り外しできま 
す。電源が入っているときに、無理に取り外そうとすると、故 
障の原因となります。 



❷フロントドアを開け、トレイを引ぎ出す 

トレイやカス受けを洗浄します （39 ページ参照)。 


❸抽出ユニットの赤いポタンをしっかりとつまみ、手前に弓Iき出す 

※抽出ユニットが一番下まで下がっていることを確認してくださ 
し、。抽出ユニットが下がっていないときは、フロントドアを閉 
めて、プラグを抜き、再度差し込んでください。 



❹流水で抽出ユニットを洗浄する 

フイルタ _ に残ったコーヒー粉は、押し込んで 
から洗い流します。 


※食器用洗剤や研磨剤、漂白剤は使用しないでく 
ださい。フィルターに付いたコーヒーの油分が 
金属の表面に膜を作り、金属臭を抑えます。 

※食器洗い機は使用できません。 


上から見たところ 



フイルターを 
押し込み • • • 


残っているコーヒー粉を 
洗い流す 



コーヒー抽出口もよく洗い流す 
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❺抽出ユニットが乾いたら、本体に戻す 

抽出ユニットは、下図のように抽出ユニットの上下を強く押してからセツトしてくださし、 


抽出ュニットは伸縮する構造 
になつています。ユニットの 
着脱時は、縮めた状態にして 
行います。 




図のようにして、抽出ユニットを本体受 
け部にはめ込み、正しい位置にセツトし 
ます。 


本体受け部 



❻カス受けをトレイにセットして本体に戻 
し、フロントドアを閉める 

(©メモ 

• 抽出ユニットが正しくセットされていな 
いと、フロントドアが閉まらないので、 
コーヒーを抽出できません（本体の電源 
を入れると、液晶ディスプレイに「チュ 
ウシュツユニットヲセット」と表示され 
ます)。 

• それでもセットしにくい場合は、無理に 
セツトしようとしないで、いったんフロ 


抽出ユニットの赤いボタンが正しい位置にきて N 
いるか、確認してください。 


赤いボタンの位置が外側に出ていると、抽出ユ 
ニットは正しくセツトされています。 

/ 赤いポタンが外に出ている 



赤いポタンを押しながら、しっか 
りと奥まで押し込みます。 


ントドアを閉め、電源プラグを抜きます。再度プラグを差し込み、液晶ディスプレイの表示が消え 
るのを待ってから、フロントドアを開け、抽出ユニツトをセツトし直してください。 










































































いろいろな設定の変更 


■ カプチーノ/カフェラテ用のコーヒーと牛乳の抽出量を変更する 

❶ミルクコンテナをセツトし、トレイにカップを置いて、ミルクノズルをカップに向ける 


△ご注意 

コーヒー抽出口から出てくるコーヒーと、ミルクノズルから出てくるスチーム 
ミルク/フ□スミルクの両方が注がれる位置に、必ずカップを置いてください。 


❷自動カプチーノポタンを約8秒間押し続ける 


ジュンビ〇 K 
スタンダード 



MENU'O 




ok/^S 





カプチーノミルク 
リヨウセツテイ 


牛乳の抽出が始まります。 


❸お好みの量の牛乳が抽出されたところで、再度自動カプチーノポタンを押す 



カプチーノ コーヒー 
リョウセツテイ 


コーヒーの抽出が始まります。 


❹お好みの量のコーヒーが抽出されたところで、再度自動カプチーノポタンを押す。 



コーヒーの抽出量がセツトされます。 
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■お湯の抽出量を変更する (設定範囲： 40cc 〜1300 cc) 

❶給湯ノズルを取り付け、トレイにカップを置く 


❷給湯ポタンを約8秒間押し続ける 


ジュンビ〇 K 
スタンダード 


next / き change/^ 


Ok /^2 


① 




キユウトウチュウ 


給湯が始まります。 


キュゥトゥ 
リヨウセツテイ 


約8秒後に、液晶ディスプレイの下段に「リョウセツテイ」 
と表示されます。 


❸お好みの量が給湯されたところで、再度給湯ポタンを押す 

NEXT / き CHANGE0K/(^® 

給湯量がセツトされます。 


MENU'O 


① 



AUTOMATIC \J CAPPUCCINO 


I 時計をセツトする 

❶ MENU ポタンを押し、「ジコク00:00」を表示させる 


ジュンビ 0 K 
スタンダード 



MENU ボタンを押します。 
(MENU ランプが点灯します） 


い 

ろ 

い 

ろ 

な 

=rb 
5又 

定 

の 

変 

更 


AUTOMATIC O' CAPPUCCINO 


ジコク 

00 : 00 

NEXT :ツギへ 



ジコク 00 : 00 

CHANGE :ヘンコウ 


ジコク 

00 : 00 

NEXT :ツギへ 



下段の文字が自動送りで表示されます。 
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❷ CHANGE ポタンを押して、時計を合わせる 


ジコク 00:00 

CHANGE :ヘンコウ 



AUTOMATIC H CAPPUCCINO 



ジコク 00 : 01 

CHANGE :ヘンコウ 


CHANGE ボタンを押すたびに、1分ずつ進みます。 
CHANGE ボタンを長押しすると、高速で進みます。 



❸時刻が合ったところで、 



①。 0 S 7 » 



AUTOMATIC Q 7 CAPPUCCINO 


OK ポタンを押す 


0K 辟 



時刻がセツトされます。 

※再度 MENU ボタンを押すと、 


通常モードに戻ります。 


■自動 スター トさせる 

※初期設定では「スタートジコク07:30」になっています。 

自動スタートをセツトすると、設定した時刻に自動的に電源を ON することができます。 
ここでは例として 、 「AM 08 :〇〇」にセツトする手順を説明します。 

※自動スタートをセツトする前に、正確な時刻に時計を合わせておいてください。 

❶ MENU ポタンを押してから、 NEXT ポタンを1回押し、「スタートジコク07: 30」を表示させる 


ジュンビ 0 K 
スタンダード 



MENU ボタンを押して... 
( MENU ランプが点灯します) 


ジコク 

00 : 00 

▲ 

ジコク 00:00 

▲ 

ジコク 

00 : 00 

NEXT :ツギへ 


— 

CHANGE :ヘンコウ 


NEXT :ツギへ 




下段の文字が自動送りで表示されます。 
NEXT ボタンを1回押します。 


スタートジコク 07:30 
NEXT :ツギへ 
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❷ CHANGE ポタンを押して、自動スタートさせたい時刻をセツトする 


スタートジコク 07:30 
CHANGE :ヘンコウ 


MENtf 參一 NEXT/ き __ . 

〇〇 

〇 必〇 S 7 



CHANGE ボタンを押すたびに、1分ずつ進みます。 
CHANGE ボタンを長押しすると、高速で進みます。 


AUTOMATIC O 7 CAPPUCCINO 


スタートジコク 07:31 
CHANGE :ヘンコウ 


❸希望の時刻（ここでは08 : 0 0) が表^^されたところで、 0K ポタンを押す 


スタートジコク 08:00 
CHANGE :ヘンコウ 


MENS 4 '#— NEXT/< 




)K 辟 


① 



❹ NEXT ポタンを押して、「オートスタートシナイ」を表示させる 


スタートジコク 08:00 
NEXT :ツギへ 



オー ト スター トシナイ 


❺ CHANGE ポタンを押して、「オートスタートスル」を表示させる 


オー ト スター トシナイ 


MENtf#— NEXT , 今 CHANGE /@ Ok/^® 

〇〇 

© v>o e 7 



AUTOMATIC Q 7 CAPPUCCINO 


オートスタートスル 


|いろいろな設定の変更 
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❻ OK ポタンを押す 



( - ) 


AUTOMATIC LJ CAPPUCCINO 


自動スタート時刻がセツトされます。 

※再度 MENU ボタンを押すと、通常モードに戻ります。 
( MENU ランプは消灯します） 


■コーヒーの抽出温度を変更する 

※初期設定では「タカメ」（高め）になっています。 

❶ MENU ポタンを押してから、 NEXT ポタンを4回押し、「オンド：タカメ」を表示させる 


ジュンビ 0 K 
スタンダード 



MENU ボタンを押して... 
( MENU ランプが点灯します) 




ジコク 

00 : 00 

NEXT :ツギへ 




NEXT ボタンを4回押します。 



オンド：タカメ 
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AUTOMATIC O CAPPUCCINO 


オフ： 1 ジカンゴ 
NEXT :ツギへ 


下段の文字が自動送りで表示されます。 


NEXT ボタンを5回押します c 


オフ：1ジカンゴ 
CHANGE :ヘンコウ 


オフ：1ジカンゴ 
NEXT :ツギへ 


❷ CHANGE ポタンを押して、お好みの温度を選ぶ 

MEfW-#— NEXt/^= CHANGE /@ Ok/(^S 

0 一 


① 



CHANGE ボタンを押して、お好みの温度を選びます。 
※ボタンを押すたびに、「タカメ」（高め）—「ヒクメ」（低め） 
-「フツウ」（普通）…と切り替わります。 

コ_ヒ_抽出温度：低め • 普通 • 高めの3段階設定 


オンド：ヒクメ 


オンド：フツウ 


E 几 中 

5又疋 

温度 

ヒクメ 

約 77° C 〜約 81 °C 

フッゥ 

約 79° C 〜約 83 °C 

タカメ 

約 80° C 〜約 85 °C 


❸ 0K ポタンを押す 


オンド：フツウ 
0 K ヲオシテカクテイ 


NEXT/< 


※使用状況により温度差があります。 


コーヒーの 抽出温度が セツ トされます。 

※再度 MENU ボタンを押すと、通常モードに戻ります。 
( MENU ランプは消灯します） 


■自動オフの時間を変更する 

本体を使用しない時間が長時間続いた場合に、自動的に本体の電源が切れるまでの時間を変更で 
きます。電源が切れるまでの時間は、1時間後、2時間後、3時間後の中から選べます。 

※初期設定では「オフ：1ジカンゴ」になっています。 

❶ MENU ポタンを押してから、 NEXT ポタンを5回押し、「オフ：1ジカンゴ」を表示させる 



ジュンビ 0 K 
スタンダード 


仙 ，#— next/< 



MENU ボタンを押して... 
( MENU ランプが点灯します） 


AUTOMATIC Q 7 CAPPUCCINO 


| いろいろな設定の変更 
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❷ CHANGE ポタンを押して、お好みの時間を選ぶ 


オフ： 2ジカンゴ 


MEIW-#— NEXT / 今 __ . CHANGE />@ 

0 ^ 



CHANGE ボタンを押して、お好みの時間を選びます。 

※ボタンを押すたびに、 n ジカンゴ」 （ 1時間後） — 「2ジカン 
ゴ」 （2 時間後）—「3ジカンゴ」 （3 時間後）•••と切り替わ 
ります。 


AUTOMATIC O 7 CAPPUCCINO 


オフ： 3ジカンゴ 


❸ 0K ポタンを押す 


オフ： 3ジカンゴ 
0 K ヲオシテカクテイ 


MEIW-#— NEXT/^= CHANGE/^ 

〇〇〇 




S 7 W 



電源が切れるまでの時間がセツトされます。 

※再度 MENU ボタンを押すと、通常モードに戻ります。 
( MENU ランプは消灯します） 


AUTOMATIC O 7 CAPPUCCINO 


■プログラムをリセットする 

設定を初期設定の状態に戻します。 

❶ MENU ポタンを押してから、 NEXT ポタンを7回押し、「リセツトシナイ」を表示させる 


ジュンビ 0 K 
スタンダード 



MENU ボタンを押して... 
( MENU ランプが点灯します） 


AUTOMATIC Q 7 CAPPUCCINO 


ジコク 

00 : 00 

NEXT : ツギへ 



ジコク 00:00 

CHANGE : ヘン コウ 


ジコク 

00 : 00 

NEXT : ツギへ 



MEIW 1 #— NEXT/< 

0 一 



下段の文字が自動送りで表示されます。 


NEXT ボタンを7回押します。 


AUTOMATIC O 7 CAPPUCCINO 


リセツトシナイ 

▲ 

リセツトシナイ 

▲ 

リセツトシナイ 

NEXT : ツギへ 


CHANGE : ヘン コウ 


NEXT : ツギへ 
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❷ CHANGE ポタンを押して、「リセツトスル」を表示させる 

MEN^#— NEXT , さ __ . CHANGE/*^ OK 碑 

0 



AUTOMATIC Q 7 CAPPUCCINO 


リセツトスル 


❸ OK ポタンを押す 


リセツトスル 
OK ヲオシテカクテイ 



設定が初期設定の状態に戻ります。 

※再度 MENU ボタンを押すと、通常モードに戻ります。 


AUTOMATIC O 7 CAPPUCCINO 


△ご注意 

「 MENU 」 ボタンを押し、 「 NEXT ボタン」を数回押すと、 「 WASH 」 と表示されますが、これはサービ 
ス専用のメニューです。お客様は使用しないでください。 


いろいろな設定の変更 
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放障なな_2_ _ 一 

使用中に異常が生じた場合は、直ちに使用を中止して、電源を切り、プラグをコンセントから抜いてください。 
以下の点を確認し、それでも正常に機能しないときは、お買い求めの販売店または弊社サービスセンター （53 
ページ参照）までお問い合わせください。 


症状 

原因 

対処方法 

コーヒーが片方の抽出口からし 
か出てこない 

本体の抽出口が詰まっている。 

抽出ユニツトの抽出口が詰まっている。 

つま楊枝などを使って、本体の抽出口や抽出ユ 
ニットの抽出口のコーヒー粉の詰まりを取り除 
いてください （41 〜42ぺージ参照）。 

コーヒーがクリ ー5—でない 
(クレマがない） 

コーヒー豆の量が少なすぎる。 

コ - ヒ -S 量に対して抽出量（液）が多い。 

「コーヒー粉量調整ボタン」を押して、濃さ（豆 
の量）を調整してください （15 ぺージ参照）。 

粒度が粗すぎる。 

グラインダー粒度調整ダイヤルを反時計回りに1 
目盛回してください （20 ぺージ参照）。 

適切な豆を使用していない。 

新鮮なエスプレッソ用の豆を使用してください。 

コーヒーの抽出が遅い 

粒度が細かすぎる。 

グラインダー粒度調整ダイヤルを時計回りに1目 
盛りずつ回してください （20 ぺ-ジ参照）。 

コーヒー豆の量が多すぎる。 

「コーヒー粉量調整ボタン」を押して、濃さ（豆 
の量）を調整してください （15 ぺージ参照）。 

コーヒーの抽出が早すぎる 

粒度が粗すぎる。 

グラインダー粒度調整ダイヤルを反時計回りに1 
目盛りずつ回してください （20 ぺ-ジ参照）。 

コーヒー豆の量が少なすぎる。 

「コーヒー粉量調整ボタン」を押して、濃さ（豆 
の量）を調整してください （15 ぺージ参照）。 

フ□スミルクが出てこない 

ミルクコンテナの穴が詰まっている。 

ミ J レクコンテナやスチー厶管、ミ)レクノズル、ミルク 
吸入チューブを洗浄してください(34、40ページ 
参照)。 

ミルクコンテナがきちんとスチーム管 
にセツトされていない。 

きちんとセットしなおしてください (28 ページ参照)。 

「ロング抽出ボタン」や「ミディア 
厶抽出ボタン」、「ショート抽出 
ボタン」を押しても、お湯しか 
(または何も）出てこない 

本体内部に粉や異物が詰まっている。 

ヘラやスプーンの柄などを使って、パウダー投 
入口より詰まりを取り除いてください。その後、 
抽出ユニットと本体内部を掃除してください 
(18、41〜42ぺージ参照）。 

「 ON / OFF ボタン」を押しても、 
電源が入らない 

電源プラグがコンセントに差し込まれ 
ていない。 

電源プラグをコンセントにしっかりと差し込ん 
でください。 

お手入れの 際、 抽出ユニットが 
取り外せない 

電源が入っている。 

本体の電源を切ってから、取り外してください 

ページ莠昭、。 

※抽出ユニットは、電源が入っていないときの 
み取り外せます。無理に取り外そうとすると、 
故障の原因となります。 

コーヒーパウダーで抽出しよう 
としているのに、コーヒーが抽 
出されない 

コーヒー 1 〈ウダーの量が多すぎる。 

電源を切り、抽出ユニットを取り外して、本体 
内部を掃除してください （41 〜42ぺージ参照）。 
※投入できるコーヒーパウターの量は、最大で 
14 g です （18 ページ参照）。 

「パウダー抽出ボタン」を押していない。 

本体内部を掃除してください (41 〜42ページ参照)。 
その後、「パウダー抽出ボタン」を押してから、 
再度操作を行ってください。 

電源が切れているときに、コーヒーパ 
ウターを投入した。 

電源を切り、抽出ユニットを取り外して、本体 
内部を掃除してください （41 〜42ぺージ参照）。 
その後、本体の電源を入れ、再度操作を行って 
ください。 

コーヒーが抽出口ではなく、フ 
□ントドアの部分から出てくる 

抽出口にコーヒー粉が詰まっている。 

つま楊枝などを使って、抽出口を掃除してくだ 
さい （41 ぺージ参照）。 
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仕様 


製品名称/型式番号 

デロンギ全自動コーヒーマシン/ ESAM 1500 DK 

定 

格 

電圧/周波数 

1〇〇 V /50/60 HZ 

消費電力 

125〇 W 

電源コードの長さ 

1 .9 m 

外 形 寸 法 

幅280 x 奥行き455 x 高さ 365 mm 

質 量 

11 kg (本体のみ） 

給水タンク容量 

1.8 e (給水バルブ式） MAX のラインまで 1.7 e 

豆ホッパー容量 

2〇〇 g 

豆 量 設定 

1杯抽出：約6〜約11 g 

2杯抽出：約1〇〜約 Mg 

コ ー ヒーパウダ ー 使用 

可（最大1 4 g ) 

コ_ヒ_抽出量 

初期設定：1杯ショート 40 cc 
ミディア厶 80 cc 
□ング 120 cc 

初期設定： 2杯ショート 80 cc 

ミディアム 160 cc 
□ング 240 cc 

※抽出量は倍になりますが、1杯あ 
たりの抽出量は変わりません。 

お湯抽出量 

初期設定： 25〇 cc 、 最大抽出量：約1 .3 fi 

牛乳抽出量 

初期設定：1 OOcc 、 最大抽出量：約 0.8^ 

カス受け容量 

1杯抽出：14回分 

2杯抽出： 7回分 

適正抽出杯数 

〜35杯/日 

ポンプ 圧 

15気圧 

グライン ダー 

7段階、コーン式 

材 

質 

本 体 

ABS 樹脂 

給水タンク 

AS 樹脂 

抽出 ユニッ ト 

ポリアセタール樹脂 


別 兀 叩 

抽出 ユニツ ト 

価格5,000円（本体価格4,762円、消費税238円）送料別 

全自動コーヒーマシン用 
除石灰剤 （2 個入り） 

価格2,520円（本体価格2,400円、消費税120円）送料別 

ステンレス製ミルクジャグ 
( MJD 350) 

価格3，15◦円（本体価格3,0◦◦円、消費税150円）送料別 

水硬度チェ ツカー 

価格12◦円（本体価格115円、消費税5円）送料80円（税込み） 

ミルクコンテナ 

価格10,500円（本体価格10,000円、消費税500円）送料別 


この製品は欧州 RoHS 指令に適合した製品です。 

欧州 RoHS 指令とは、「電気•電子機器の特定有害物質の使用制限」を規定した欧州連合 （ EU ) による指令です。 

この製品は、鉛及びその化合物、水銀及びその化合物、六価クロム化合物、カドミウム及びその化合物、ポリブ□モビフエニル 
( PBB ) 、ポリブ□モジフエニルェーテル ( PBDE ) の含有率が、いずれも含有率基準値以下であり、環境に配慮して製造されました。 



RoHS 
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アフタ ー サ ー ビスについて 


1) 使用中に 異常 (★) が生じた場合 は、ただちに電源を切り、プラグをコンセントから抜いてください。その後、巨1 
ページ「故障かな？」で調べても正常に機能しない場合 は、お求めの販売店または弊社サービスセンター（下記) 
にご相談ください。 

{ -(★以下のような場合には、点検および修理が必要です)-^ 

•使用中、電源コードおよび電源プラグ、コンセン•電源コード、電源プラグが変形/破損している 
卜が異常に熱くなる • 本体に強い衝撃を与えた 

■ •本体の機器内部に水などの液体をこぼした •取扱説明書どおりに使用しているのに、正常に機能しない ■ 

2) 万一、故障/損傷した場合は、 

①お求め時期②製品名称と型式番号③故障の状況——を連絡のうえ、修理を依頼してください。 

3) 保証期間中 （1 年)は、保証書に記載されているものについては、無償で修理いたします。ただし、安全上および 
使用上の注意を無視しての故障、規格外に改造をしたものは、その限りではありません。また、保証期間が過 
ぎたものについては、有償で修理いたします。 

4) 補修用性能部品の保有期間について 

•弊社では、この全自動コーヒーマシンの補修用性能部品について、最終輸入日を起点に5年間保有しております。 
• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


5) 真心点検のお勧め：保証期間が過ぎて気になる点がございましたら、安全のために専門技術者による点検をお 

勧めします。点検のご依頼方法、料金等につきましては、弊社サービスセンター(下記)まで 

做_ 

※•上の枠内に、ご購入年月日を記入してください。点検の目安になります。 


ご購入年月日： 


年 


月 


日 


6) デロンギ再資源化システムについて 

ご不用になった製品は、下記の要領に従い、弊社サービスセンターまでお送りください。 
素材ごとに分別し、再資源化いたします。 

送料について： 再資源化の費用は弊社が負担いたしますが、 送料はお客様のご負担(元 
_) となります。予めご了承ください。 

梱包について： 製品の入っていた箱（元箱）に入れてお送りください。元箱がない 
場合は、段ボール箱に入れるか、エアーパッキンにくるんでください。 
※外箱または送り状に、必ず「再資源化」と明記してください。 

以上、アフターサービスについてご不明の点がございましたら、お求めの販売店または弊社サービスセン 
ターまでお問い合わせください。 



デ□ンギ • ジャパンサ _ ビスセンタ _ 

(受付時間土、日、祝日を除く毎日 9:30 〜 18 : 〇〇） 

• コールセンター 

修理について .Tel. 0120-804-280 

Tel. 0120-692-885 


お問い合わせ .Tel. 0120-064-300 7 

Tel. 0120-692-880 

/ Fax. 045-450-3291 

〒 221-0022 神奈川県横浜市神奈川区守屋町 3-9 安田倉庫（株）内4号ビル 

( ホー厶ページでのお問い合わせ （URL) 

http :// support . delonghi . co.jp ) 

V 

J 
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Italian Living Innovation 


デロンギ • ジャバン株式会社 

〒1〇1 -0044 東京都千代田区鍛冶町1 -5-6 第3大東ビル 
www.delonghi.co.jp イタリアのライフスタイル情報満載！会員登録でプレゼントのチャンスも！ 


再生紙を使用じ c います。 













